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子ども会指導者育成者養成研修            新潟県子連専門委員会                   

～研修内容と学習時間配分～           必須項目        実技・演習項目 

項目 節 摘要 
時

間 

Ⅰ子どもの理

解 

１．子どもの成

長と発達 

・発達段階と発達課題 

・各発達段階における身

体・生理的発達の特質 

・各発達段階における心

理的発達の特質 

・子どもの成長・発達と参

加集団 

子どもの成長・発達の一般的傾向を、身体

的・生理的・心理的・社会的発達とのかか

わりでとらえる。時に発達における今日的

特質について考える。体格と体力・運動能

力とのアンバランス、知的発達と情緒的・

社会的発達とのアンバランス、子どもは成

長・発達するにつれて、いくつかの集団に

参加するが、そうした参加集団のもつ人間

形成的意味について考える。 

0.5 

２．子どもと遊

び 

・遊びの意義 

・遊びの効果 

・子どもの成長・発達と遊

びの変化 

・遊び仲間の特質 

子どもにとって遊びとは何か。子どもの人

間形成に、遊びがいかに重要な役割を果

たしているかをかんがえる。また、子どもの

成長・発達に伴っての遊び方・内容につい

ても考える。遊び仲間の（同年齢・異年齢）

の特性とそれによる効果を、発達段階に応

じて考えていく。以上のことを踏まえ、遊び

の指導を積極的に行うようにする。 

0.5 

Ⅱ少年教育の

意義 

１．少年団体

の意義と目的 

・少年教育における集団

のもつ意味 

・団体活動の教育的意義 

 

子どもの健全な発達にとって少年団体はど

のような意義をもっているだろうか。特に集

団のもつ人間形成の意味、少年団体の使

命について考える。 

0.1 

Ⅲ集団の基礎

理論 

１．集団活動

の意義 

・集団の種類と形態 

・小集団の特性 

・小集団活動の重要性 

集団から離れた人間形成はありえない。人

間形成とは集団における相互過程とみるこ

とができる。子ども会は小集団の一つのあ

り方と考えられるが、小集団活動の意義を

考えることを通して、子ども会の重要性に

ついて考える。 

 

 

 

0.5 

２．集団の構

造と機能 

・集団の構造 

・集団の機能 

集団は一定の構造（地位・役割、コミュニケ

ーション、権力、感情）をもち、一定の機能

（課題達成、集団維持）を果たしている。集

団としての子ども会活動はその構造・機能

的側面においてどのような特徴が見出され

るだろうか。 
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Ⅳ子ども会の

組織と運営 

１．子ども会の

意義 

・子ども会とは 

・子ども会の必要性 

子ども会とはどのような教育的意義をもっ

ているか。子ども会は子どもの成長・発達

にとってなぜ必要なのか。今日、子ども会

がおかれている状況、そこでの生活のあり

方、特に仲間集団との関係で子ども会を考

える。特に、子ども会は異年齢集団であ

り、学校の特質集団、家庭の血縁集団で

は得られない貴重な体験の場であることに

もふれる。 

 

２．子ども会の

組織 

・組織の基本 

・種類と形態 

・組織化の方法 

名称、目標、対象、規模、役員、指導者、

育成会（者）など、組織体として備えなけれ

ばならない基本的用件を理解し、活動の単

位として基礎グループの重要性について

考える。子ども会を形成する際の具体的手

立て、留意点について考える。 

1 

３．子ども会の

運営と財政 

・運営の基本と実際 

・班活動、係活動 

・子ども会の財政 

子ども会が子どもの自発性に基づき、彼ら

の主体性が尊重され民主的に運営される

ためには、どのような配慮が必要だろう

か。班や係活動の尊重について考える。 

会の運営費をどうしているか、予算の組み

方と経理のあり方について考える。子ども

会費・育成会費、自治会・町内会の補助金

についてもふれる。 

 

Ⅴ子ども会を

とりまく課題 

１．子ども会と

家庭 

・家庭の構造と機能 

・親の役割 

・子ども会を支える家庭 

家庭と社会の結びつきについての考え方

の変化や家庭のもつ機能の弱体化が大き

い。これらについて「子ども会を支えるのは

家庭」を前提に考える。 

 

２．子ども会と

学校 

・子ども会と学校教育 

・子ども会と学校との提携 

・子ども会と学校開放 

学校は子どもにとって極めて重要な生活の

場、学習の場である。子ども会と学校はど

のように提携して子どもの教育にあたった

らよいかを考える。 

0.5 

３．子ども会と

地域社会 

・地域社会の理解 

・社会資源の活用 

・子ども会と地域づくり 

地域と子ども会の結合、これが子ども会の

大きな特徴をなしている。地域の中で子ど

も会のあり方を考えるために、まず地域の

実態を知り、また、その地域をどう活用し、

どう開発することが子ども会の発展かつ地

域の発展になるかについて考える。 

 

 

 



3 

Ⅵ子ども会活

動のプログラ

ム 

１．プログラム

の意義 

・プログラムとは何か 

・プログラムの必要性 

子ども会におけるプログラムとは何か。子

ども会活動の充実のためになぜプログラム

が必要なのか。プログラムの教育的意義

について考える。 

 

２．プログラム

の企画・ 立

案・作成 

・プログラム作成の視点 

・作成の手順 

・プログラムと予算 

・プログラムの企画、立

案、作成上の留意点 

・実習 

子どもの欲求をどうとらえ、それをプログ

ラムにどのように反映させるか、その活動

は子どもの能力にふさわしいものか。プロ

グラムの作成にどうかかわり、それを指導

者はどう援助したらよいか。子ども会活動

の成否の大半はここにあるといってもよい

程の重要なものであるが、その基本的なあ

り方について考える。また、安全な活動の

手立てもプログラム作成時点で考慮するこ

と。 

 

 

 

 

２ 

３．プログラム

の実際 

・年間プログラム 

・月間プログラム 

・諸活動のプログラム 

・プログラム展開上の留

意点 

それぞれのプログラムの具体的な姿を知

り、それが子ども会の遂行とどう結びつい

ているか考える。地域の特性をどう反映さ

せるかということも重要な問題である。一人

ひとりの子どもがどのような役割を担って

いるか、それが全体としてどう方向づけら

れているか、具体的なプログラムを通して

考える。また、行事活動、クラブ活動、日常

活動等のバランスや評価と反省をどこに位

置づけたらよいかを考える。 

 

４．話し合い活

動のすすめ方 

・話し合い活動の種類と

効果的な活用法 

・話し合いのすすめ方、司

会、記録など 

話し合い活動は子ども会活動を活発にす

るための重要な活動である。そこで話し合

い活動の種類と活用法を知ることによっ

て、より効果的な子ども会活動を目指す。 

 

Ⅶ育成会の役

割と機能 

１．育成会の

目的と性格 

・育成会の目的 

・育成会の性格 

子ども会における育成会の目的及びその

性格、役割について考える。 
0.3 

Ⅷ指導者の役

割と機能 

１．指導者の

種類と任務 

 

・総括的指導者の任務 

・集団指導者の任務 

・特技指導者の任務 

・シニア・リーダーの任務 

・Jr リーダーの任務 

・指導者相互間の関係と

協力 

 

 

子ども会活動の展開にあたる指導者の種

類とその指導者の役割について考える。ま

た、子ども会のイン・リーダーとしての子ど

も会の会長・班長の役割についても考え、

指導者が協力し合い子ども会活動の活性

化の方法を探る。 

 

 

 

 

 

 

１ 
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２．指導助言

のあり方 

・指導者としての自覚 

・指導、助言の意義 

・指導助言の実際 

・指導技術の向上 

子ども会活動が自主的かつ創造的に行わ

れるためには、適切な指導・助言が必要で

ある。そこで、指導・助言の技術の向上を

図る。 

 

Ⅸ子ども会と

安全 

１．安全教育 

・安全教育の必要性 

・安全能力の形 

・子ども会ＫＹＴ（危険予知

トレーニング）の活用 

子ども会活動の一層の発展のためには、

安全な活動ができることを第一に考えなけ

ればならない。そのために子ども会ＫＹＴを

活用して安全能力（危険予知能力・危険回

避能力）の向上を図る。また、冒険には危

険がつきまとうことを忘れずにその対策を

考える。 

 

 

 

0.5 

２．安全の確

保 

・安全点検 

・潜在危険のチェックポイ

ント 

子ども会活動は安全に行われなければな

らない。そのために安全点検のあり方や潜

在危険のチェックポイントのあり方を理解

する。 

 

３．事故への

対応 

・緊急時の判断と処置 

・救急法   ・安全会 

・保険 
  

《任意選択》 

子ども会活動

の実技 

レクリエーショ

ン活動 

・年齢ごとの発達課題の

確認 

・達成課題に見合った活

動の選定 

・課題達成のための活動

の工夫 

・指導のポイント留意事項 

レクリエーション活動が子ども会活動にお

いて、人間関係や仲間意識を育てる上で、

また、情操教育の面から見て欠かせないも

のである。明るい雰囲気をつくり、集団の

意識を高め、協調、協働の態度を養うこと

を目的にしたゲームの意義を理解する。子

どもの前で自信をもって指導できるように、

その知識と技能を修得する。 

３ 

 


